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で最大，2－4泌乳期0．15で，一部有意でない相関係

数が求められた。

lヰ）初産次月令と4度までの乳量との関係

初産次月令を95鯵の信煩度でA（上限以上），B（信

頗限界），C（下娘以下）の5区に分けて，産次別の

平均月令，1と4産次の平均体重，4泌乳用の合計乳

量を示すと第5表のとおりで，B区の優位がみとめら

れた。

第5表　4産までの乳量

区

第2蓑　各泌乳朔
の相関

、lRの乳量，搾乳日数

泌　乳　期

0．d5＊＊

0．41＊

0．71＊ここ：

4

0．85＊＊

0．25

0．54＊＊

0．5　＊ここり　　　ロ．15

注．上段は乳量，下等
＊，＊＊はそれぞ

40．2　T　　　　58．5

体　　　　重

闇
意
州
有
の
の
政
痴

0．88＊＊

0．48＊

係数を示す。
水準を示す。

＿！　乳　　量

15兆58j

吋
251訊く．64

21474．14

498．55．　　592．44！　　18544．45

日本短角種の増体と肉質からみたと殺適期について

菊地　淳＊・小野寺勉＊・斉藤精三郎＊・谷地　仁＊・書出宇八＊・菅原休也＊

1　ま　え　が　き

日本短角種は黒毛和種と比較して，増簿と粗飼料の

利用性で優れており，肉質は劣っているといわれ，こ

のため枝肉市場で枝肉格付が低く，安価な⊥して引をされ

ている現状である。このことは飼料を黒毛丁二偏と同戒

のものを抹食していることを考えれば不利益であり，

このような現状で触角砧の肥育経営を存続させていく

ためには，素牛生産費が安いことを摺意し，肥育仕上

げの技術，つまり，と殺適期をつかむことが大切と思

われる。このと殺適期は増体，飼料要求率が落ち込む

諭であり，また，枝肉格付で「中」以上をfl．fる内17の

時点と考え，この両方のかねあいからと殺童脚を見目

そうと検討した。

2　試　験　方　法

5占頭を供試し，と殺目標体長占00恒，85郎ワ，700ム‥り　区

とし，粗飼料をヘイキューブとサイレージ給与区に分け，

抱畑料多請型肥育で行った試験を中心に取りまとめ，

この他に当試藻場で行った逓々の無用種の肥育試一一読の

データを加味して読，持した。

5　試　演　結　果

1　僧体経過（第11喝）

2　葦分（TIHり要求率の′筈遇（二■172やl）

5　体重，口令と内子f■王のイ・川憫（第1鶉）

4　と殺体重別の内子i（第2表）

5　と殺月令剖の肉賢（第5衰）

d　体■止，H令と枝l勾分湖の州■月（ポ4JL三〕

化上げ体重の大型化試頂，つまり日本頼角′1‾根上カ牛

＊AtEu柚i KTmC叫73utOm OlT○○正払，Soizaburo SA工Tこ），Hltoshl YムCH工，Jl一面1i Y・11SI叫

与uY二　HtTGAmRA（－；一工手情調産試験場）
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第2図　春分（T．D．N）要求率の経過

第1表　体重，日令と肉質の相関

日　　 令 枝 肉歩 留 脂 肪 交 雑 脂 肪 含 有

体 重
＊＊＊ ＊＊＊ ＊ ＊＊＊

0．7 1 9 0．8 8 7 0．2 7 5 0．4 4 5

日令

交 雑

＊＊＊ ＊ ＊＊＊
0．6 5 8

l

0．2 8 8 0．59 9

＊＊＊

0．7 5 4

n＝7〔1

第2表　と殺体重別の肉質

体 重
l頭 数 枝 肉

平 均

極

7

喀

5亡iO 61．0

550 17 81．8

600 2 4 6 2．5

65 0 10 84．0

700 7 ． 64．9

75 0 1 5 65．1

注，脂肪含有率とはロース芯である。

第5蓑　と殺月令別の肉質

枝肉歩留

平均 C．Ⅴ 平均 C．Ⅴ 竺些」

第4表　体重，日令と枝肉分割の相関

赤 肉 量 脂 肪 量 赤 肉 率 脂 肪 率

体 重

日 令

n．8 ＊＊＊ ＊＊ ＊＊
0．5 9 5

m 〔；

0．90 2 － 0．8 2 5 0．8 4 0

＊＊ ＊ ＊＊

0．4 8 2 0．8 17 － 0．8 8（5 0．7 8 0

注．体重80口吻以上　　　　n＝10

4　ま　　と　　め

1増体成績と飼料要求率からと殺適期を見出せば

D．81毎以上，1毎増体当りで．D．Ⅳ量7毎以下の規準

でみれば体重550毎からdOO毎の間と考えられる。飼着

型腰が濃厚飼料多給型であればD．G，飼料要求率とも

当試験場より良くなることが推察され，この場合のと

殺適期は伸びてdOO毎近くになると考えられる。

2　と殺体重別の肉質からと殺適期を見出せばと殺

体重550極までは枝肉格付が「並」であり，体重800毎

になると格付は「中」になり，これ以上の体重でも「中」

であったことから，と殺適期は体重dOO毎と考えられ

る。また，と殺月令別の肉質からと殺適期を見出せば

19カ月令と殺では枝肉格付が「並」であり，21カ月令

になると脂肪交雑からの格付は「並」であり，脂肪含

有率からの格付は「中」であり，総合判定で困るが，

ここは人為（格付貞判断）による変動系数の高い脂肪

交雑はさけ，全国同一値の出る（抽出性脂肪）脂肪含

有率で判断して良いと思われる。25カ月令になると枝

肉格付は「中」であり，これ以上の月令でも枝肉格付

が「中」であったことから，月令になると殺適期は21

から25カ月令と考えられる。

以上のことからと殺適期を整理すると，25カ月令で

は体重にとらわれずに適期であり，21カ月令でも体重

がdOO廟こ近ければ適期，21カ月以前でも体重がdOO極

になっていればと殺適期と考えられる。

5　体重dOO幅以上になると赤肉量の増加は期待で

きず，脂肪量だけが確実に増加することからでも体重

dOO吋以上にすることは無駄であろう。


